
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旭川市ボランティアセンター問合せ先 

住 所 旭川市５条通４丁目 旭川市ときわ市民ホール１階 

電 話 ２１－５５５０ メール volunteer@north.hokkai.net 

ＦＡＸ ２３－０７４６ 担 当 岡田・中村・長岐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  
私は今回、南富良野町に行って災害ボランティアをしたことを報告させて 

いただきました。人数は６０人近く来てくださり、私の話を真剣に聞いて 

くださって、とても嬉しかったです。皆さんが笑顔とあたたかい目、 

そして、真剣に聞いてくださったおかげで、いっきに不安がふっ飛びました！ 

あらためて本当にありがとうございました！ 

※本通信は、旭川市ボランティアセンターの取組や、ボランティアの皆さんが取り組んだ活動の

報告、現在募集中の案件など、ボランティアにまつわるさまざまな情報をお届けします！ 

 前号のボラセン通信で募集していた女性用のリクルートスーツについて、 

多くの方からご連絡を頂き、５着のスーツの寄附を頂くことができました。 

 頂いたスーツは就職活動中で支援を必要とされている方への貸出に使用さ 

せて頂きます。皆様からの温かいご寄附、ありがとうございました！ 

② 旭川美術館ボランティアの募集 
 概 要：旭川美術館のボランティアを募集しています。催事に合わせて喫茶運営 

やグッズ販売等を行います。 

 活動日：火曜日～日曜日の９時半～１７時までの活動時間の中で、各自希望する   

曜日に分かれて活動しています。 

 場 所：旭川美術館（旭川市常磐公園内） 

ボラセン通信 平成２９年５月号 
発行：旭川市ボランティアセンター 

皆さんこんにちは♪寒さもやわらぎ過ごしやすい季節となりましたが、体調にお変わ

りはないですか？ 

さて、旭川市ボランティアセンターでは平成２９年２月２６日（日）、旭川市ときわ市

民ホール４階で、『ボランティアについて考えよう！』をテーマに、ボランティア養成研

修を開催し、延べ６２名の方にご参加頂きました。ボランティアについて活発な意見交

換がされましたので、当日のようすについてご紹介します！ 

 前号のボラセン通信で、旭川大学高等学校インターアクトクラブの皆さんの活動を紹介

させて頂ましたが、その中で学校名が「旭川大学付属高等学校」と謝って記載してしまっ

た内容のものがございました。正しくは「旭川大学高等学校」になります。 

 この場を借りて訂正し、関係者の皆様へお詫び申し上げます。 

○参○加○者○か○ら○の○声  緑が丘地区 飯森 琴音さん（高校生）の感想 

① 視覚障がいがある方の水泳の補助ボランティア 
 概 要：全盲の方（６０代、男性）がプールで水泳をする補助のボランティアを 

募集しています（経験の無い方も大歓迎） 

 活動日：水曜日か金曜日の午後５時～６時頃まで 

    （男性を募集。月１回でも、可能な範囲の協力でお願いしています。） 

       ※水泳経験が無くてもできる活動です。 

 場 所：おぴった（旭川市宮前１条３丁目）  

③ カラオケ機器寄附の募集 
 概 要：町内会活動や老人クラブ等の活動に使用するカラオケ機器を募集しています。 

稼動品を希望しますので、事前に動作の事前確認をさせて頂ける方で 

ご寄附を頂ける方がいらっしゃいましたら、ボラセンまでご連絡下さい。  

 



 

 

 

   

Ａ１ 活動登録からマッチングまでの流れについてお答えします 
 

① 活動希望内容について伺います 
   ・ボランティア登録カードの記入 

・ボランティア活動保険の説明 
   

 ② ボランティア活動の紹介 
・登録時には常時募集が来ているボラン 

ティア活動の紹介や、登録後も、ボラ 

セン通信等による募集活動の発信させ 

て頂きます。 
      

   ③ 活動とのマッチング 
※マッチング後に、依頼者と活動者による 

顔合わせを行います。 

        （顔合わせ後、日程を調整してボランティ 

ア活動のスタート） 

２月２６日（日）に開催したボランティア養成研修「ボランティアについて考えよう！」で

は、南富良野町の災害ボランティアの活動支援や、実際に市内でボランティアされた方からの

活動報告をして頂きました。その後、参加者全体で意見交換（グループワーク）を行いました。

当日のプログラムの概要について報告します。 

 

 

 

Ｑ＆Ａのコーナーでは、ボラセンによせられる質問の中で特に

多いものをピックアップして、皆さんの質問にお答えします♪ 

１ なんでボランティアって大切なの？ 
（北海道社会福祉協議会 上川地区事務所 町田一也さんからの報告） 

町田さんからは、南富良野町洪水被害時の災害ボランティアの活動 

について講演をいただきました。 

南富良野では台風１０号による大雨被害から、家屋の浸水や破損な 

どの甚大な被害を受けており、災害発生時からの災害ボラセン立ち上 

げの経過、ボランティアによる泥出し等の作業状況等について報告し 

ました。 

町田さんからは、被災時の混乱の中で、被災者の方が抱える動揺の 

大きさや、一方で、外部からの支えが心の支えになることなどについ 

てお話し頂きました。 

。。 

２ 私たちこんな活動をしてみました！（活動報告） 
   ・『子どもの通学の見守りをしています！』  

報告者：愛宕地区 髙橋 満智子さん 

  ・『障がいのある方のバスの乗り方支援をしました！』  

    報告者：末広地区 大西 眞智子さん 

障害者相談支援センターきさーら 相談支援専門員 外石 美里さん 

  ・『南富良野町でボランティアをしてきました！』 

    報告者：緑が丘地区 飯森 琴音さん 

 

活動報告では、旭川市内や南富良野町でのボランティア活動を行ったそれぞれの報告者の

方から、ボランティアに取り組んだきっかけや、支援にあたって不安だった気持ち、また、

活動を通じたやりがいや楽しさ等について報告を頂きました。 

   実践報告では、進行役の北海道社会福祉協議会の町田さんから「ボランティアは難しいも

のではなく、いろいろな参加の仕方がある多様性のあるもの」と、これから新たに活動を検

討されている参加者の方にもメッセージを頂きました。 

３ 意見交換 みんなで今日の感想を話し合ってみましょう！  
 

今回の養成研修では、参加者が６人くらいの少人数グループに別れ 

て参加型の意見交換会を行い、時間が足りないほど盛り上がりました。 

参加者からは「テーブルに分かれていたので、参加者と突っ込んだ 

話ができた。」「長く活動されている方や、これからはじめようと思 

う方といろいろ話せた。」という意見を頂いています。 

Ｑ１ 「ボランティア開始までの流れはどのようになっていますか？」 

～「ボランティアをしたい」方からの相談の場合～ 
 

Ｑ２ ボランティア活動中のケガ等を補償する保険はありますか？ 

Ａ１  ボランティアセンターでは、登録者の皆さんにボランティア活動中のさまざ

まな事故によるケガや損害賠償責任を補償する「ボランティア活動保険」の

加入を推奨しています。 
 

●対象となるボランティア 

日本国内における「自発的な意思により他人や社会 

に貢献する無償のボランティア活動」で、社会福祉協 

議会に登録、届け出、または委嘱された活動。 
 

●年間保険料  

→基本タイプＡプランの場合：３５０円 

     基本タイプの他に、ボランティア活動の行事に伴う「ボランティア行事用保険」 

や送迎・移送サービス中の自動車事故などを対象とした「送迎サービス補償」なども

あります。（各プランの紹介や補償内容については専用のパンフレットがあります。） 
 

尚、活動内容によっては保険の対象外となる場合もありますので、詳細について

は裏面に記載されているボランティアセンターまでお問合せください。 

 

 

 


